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21 世紀に入り，2003 年 3 月に発表された初等中等教育
局国際教育課主管による「『英語が使える日本人』の育
成のための行動計画」と題した英語教員の再教育 5カ年
計画の実施，2008 年 1 月の中央教育審議会の学習指導
要領等の改善についての答申を経ての学習指導要領の改








































る．同時に，３年間での指導語彙も 900 語から 1,200 語
に増やしている．これらの変更に伴って懸念されるの
が効果的な指導のために必要とされる授業時数の不足




























































４技能の向上については，2010 年 11 月に設置された







































このことは，2014 年 2 月に発足した「英語教育の在
り方に関する有識者会議」（以降，有識者会議と呼ぶ）






















































満点 320 320 140 14
B2…（英検準 1級程度） 0.2% 0.3% 0.0% N/A（満点 =B1）
B1…（英検 2級程度） 2.0% 2.0% 0.7% 1.7%
A2…（英検準2級程度） 25.1% 21.8% 12.8% 11.1%
A1…（英検 3-5 級程度） 72.7% 75.9% 86.5% 87.2%
表 2 から，Reading,…Listening,…Writing,…Speaking の 4
技能ともに，CEFR基準の最下位レベルであるA1が７
割以上を占めていることが分かる．とりわけ，Writing
と Speaking に至っては，85% 強の生徒がA1 レベルと
いう結果になっている．日本人が比較的得意と言われて
いるReading についても，得点圏 140 ～ 210 点のA2 レ







































識者会議の提言をもとに，ALT を 2015 年から 5 年間




国の小学校 21,442 校，中学校 9,930 校を対象に文部科学
省が調査した 2008 年度採用のALTの数（JET プログ
ラムによるALT…2,844 人，JET プログラム以外による



























目クラスで 2011 年度及び 2012 年度社会福祉学部新入生
の英語力調査について報告した（下表 3,4 参照）．
表3．2011年度社会福祉学部入学生２クラスの英語実力試験
結果 （n = 71）
Reading Listening Total
mean 37.86 43.24 39.40
st.…dev. 7.31 2.85 8.63
表4．2012年度社会福祉学部入学生２クラスの英語実力試験






































A 42.4 41.3 42.9 11.1 31
B 39.3 41.3 38.5 6.2 30
2
C 43.4 40.3 44.6 10.5 45
D 45.6 41.3 47.3 9.9 45
3
E 36.2 38.4 35.2 8.4 29
F 33.2 31.4 33.9 7.2 28
All 40.7 39 40.4 9.6 208
図１はこれをグラフで示したものだが，クラス間に差



















Sum…of…Squares df Mean…Square F Sig.
Between…Groups 3339.014 2 1669.507 9.548 .000*










と学部 3の 2クラス（3-1,…3-2）を比較したものが，表 7
であり，3-1 と 3-2 を合わせて 2-1 と比較しANOVA分
析した結果（α=.05）が表 8である．
表7．2013年度入学生の英語実力試験のクラス間比較
Class Mean n Std.…Deviation %…of…Total…N Variance
2-1 42.8600 … 50 13.79442 … 41.7% 190.286
3-1 42.5152 … 33 13.33023 … 27.5% 177.695
3-2 36.5405 … 37 10.83101 … 30.8% 117.311

































入学年度 2011 2012 2013 2014
Total 46.47 40.39 40.82 40.70





























表 10 と図 3 は，入学後に行った小テストの 6 月中旬
までの累積点である．更に，各学部の任意の 1 クラス
の 7 月下旬までの累積点を示したものが表 11 と図 4 で
ある．







　 Listening Reading n
1 47.5 44.8 57.0
2 61.7 60.5 90.0













1 41.9 40.8 29
2 59.6 55.9 45













































































Sum…of…Squares df Mean…Square F Sig.
Total Between…Groups 4359.690 2 2179.845 6.505 .002
Within…Groups 69705.258 208 335.121
Total 74064.948 210
Listening Between…Groups 459.844 2 229.922 3.396 .035
Within…Groups 14082.716 208 67.705
Total 14542.559 210
Reading Between…Groups 2056.832 2 1028.416 7.122 .001













Descriptive…Statistics　（点数は素点．Listening90 点満点 ,…Reading90 点満点）
N Minimum Maximum Mean Median Std.…Deviation Skewness
Statistic Statistic Statistic Statistic Statistic Statistic Std.…Error
Total 211 64.00 150.00 100.4076 98.0000 18.78005 .586 .167
Listening 211 32.00 72.00 51.6019 50.0000 8.32168 .308 .167
Reading 211 24.00 84.00 48.8057 46.0000 12.36181 .580 .167
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② Listening 得点において，学部 2が他の学部より高
得点の傾向があるが，他学部との統計的な有意差は見ら
れない．学部 1と学部 3の間にも有意な差はない．








































（2）  TOEIC Bridge テストの導入

























































































階で GPA制度を導入する大学は，平成 21 年度 360 大
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